
書の三大要素・書画同源

筆　法
（筆の持ち方・線の引き方）撥鐙法

文字の形 白をはかって
黒をおく

筆の動き

勝手に出てくる

にじみ出る風格 自分ではコントロール不能

中鋒が大原則

現代の日本書道の教育では
ひたすらに「体裁」偏重？

筆づかいも同時に習得して
いかなければ書とはなり得ない

書きぶりは数値化できない

尖った線（方筆）
丸い線（円筆）

筆  勢
（線の組み合せ）

筆意

書き
ぶり

（書風・個性）

体裁 筆づかい

画に六法あり
一に曰く、気韻生動（きいんせいどう）
二に曰く、骨法用筆（こっぽうようひつ）
三に曰く、応物象形（おうぶつしょうけい）
四に曰く、随類賦彩（ずいるいふさい）
五に曰く、経営位置（けいじょういち）
六に曰く、伝移模写（でんいもしゃ）
書画同源。書も画も同じなり。


